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シュッツ以降、半世紀のあいだ、バーガー＝ルックマンをはじめとして現象学的社会学

は、多様な展開を見せている。とくに、ガーフィンケルのエスノメソドロジーやそこから

派生した会話分析は、理論的にも経験的研究においてもインパクトを与え続けている。さ

らに、エスノメソドロジーに触発された社会問題の構築主義や科学的知識の社会学も多く

の経験的研究を産出してきた。しかし、その一方で、多様化したエスノメソドロジーには

いくつかの亀裂が生じ、しばしば論争が見られるようになっている。発表では、シェグロ

フ等をとりあげながら 「シュッツ的な現象学」がどのように継承されたのか、あるいは、

継承されなかったのか、という視点からエスノメソドロジーの現在を改めて検討してみる

つもりである。


